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表面分析研究会（SASSJ）ではワーキング（WG）

活動を活性化して発展させることを目的に，第 36

回研究会（2011 年 2 月 3－4 日，大阪大学中之島セ

ンター）より，活発な WG 討議を研究会と PSA で行

えるようプログラムを構成しています．今回の

PSA-12（2012 年 10 月 11－12 日，秋田県産業技術セ

ンター）で 6 回目の WG 討議になりました． 

過去の WG 討議の内容や議事録，発表資料などは

JSA [1-5]並びにWG活動に関するWebページ[6]に掲

載されていますので，次回以降，WG 討議に参加さ

れる方や，今後参加を検討されていて興味をお持ち

の方はご覧いただければと思います． 

ようやく各 WG の活動も軌道に乗り始め，先日

SASJ 主催で開催した国際ワークショップ iSAS-13

（IUVSTA Workshop for Surface Analysis and Stan-

dardization 2013）においても，WG 活動紹介など，

数件の発表をお願いし，国際的に活躍されている研

究者の方々に，SASJ 活動を宣伝していただきました．  

 iSAS-13 での海外からの参加者の反応だけでなく，

昨年開催された ISO 総会においても，海外の方々が

SASJ の活動に注目しており，特に実用面での貢献に

期待されていることを実感しました．今年は 11 月に

SASJ 主催の国際会議 PSA-13 が開催されます．特に

企業にお勤めの方々は日常業務に関連する結果では

学会発表が難しいかと思います．是非，WG 討議で

の議論をネタに，PSA-13 で発表していただき，SASJ

活動を盛り上げていただければと思います． 
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